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日
本
の
大
学
初
の
試
み
！
　
関
西
国
際
大
学
が

行
う
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
」
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関
西
国
際
大
学
（
兵
庫
県
三
木
市
）
で
は
、
二
〇
〇
四
年
七
月
よ

り
日
本
の
大
学
初
の
試
み
と
し
て
「
キ
ャ
ン
パ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ジ
制

度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
こ
れ
は
、
航
空
各
社
が
行
っ
て
い
る
マ

イ
レ
ー
ジ
制
度
の
大
学
版
と
言
え
る
。

　
関
西
国
際
大
学
で
は
、
学
生
の
学
習
に
対
す
る
動
機
づ
け
を
強
化

す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
、
一
九
九
五
年
か
ら
資
格
・
検
定
取
得
の

受
験
や
、
講
座
受
講
料
等
へ
の
補
助
を
行
い
、
学
生
の
自
発
的
な
学

習
活
動
を
支
援
す
る
「
バ
ウ
チ
ャ
i
制
度
」
を
設
け
た
。

　
ま
た
、
一
九
九
九
年
か
ら
は
一
定
以
上
の
単
位
と
G
P
A
（
世
界

標
準
の
成
績
評
価
シ
ス
テ
ム
）
を
取
得
す
れ
ば
半
期
学
費
の
五
～
一

〇
％
相
当
額
を
支
給
す
る
「
学
習
奨
励
金
」
制
度
を
創
設
し
た
。

「
バ
ウ
チ
ャ
i
制
度
」
は
、
開
始
当
時
か
ら
比
較
す
る
と
二
〇
〇
二

年
頃
か
ら
利
用
者
に
ば
ら
つ
き
が
見
ら
れ
低
下
状
況
が
出
て
き
た
こ

と
、
ま
た
「
学
習
奨
励
金
」
は
成
績
中
心
で
対
象
者
が
多
数
派
に
な

ら
な
い
こ
と
か
ら
も
っ
と
多
く
の
学
生
を
対
象
と
し
た
モ
テ
ィ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
上
げ
る
制
度
が
な
い
か
模
索
し
た
結
果
、
「
バ
ウ
チ
ャ
ー
制

度
」
を
更
に
発
展
さ
せ
た
制
度
が

こ
の
「
K
U
I
S
キ
ャ
ン
パ
ス
・

マ
イ
レ
ー
ジ
」
で
あ
る
。

　
き
っ
か
け
は
、
高
等
教
育
を
テ

ー
マ
に
大
学
の
活
性
化
（
学
生
の

モ
テ
ィ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
）

の
方
法
を
議
論
し
て
い
た
あ
る
ゼ

ミ
の
中
か
ら
出
て
き
た
、
教
員

（
現
学
長
）
と
学
生
の
ア
イ
デ
ア
か

ら
で
あ
る
。

　
学
生
の
学
業
成
果
に
加
え
て
、

大
学
が
ど
の
よ
う
な
業
績
や
貢
献

を
ど
の
程
度
評
価
す
る
の
か
を
あ

ら
か
じ
め
明
示
し
て
お
き
、
学
生

た
ち
が
自
ら
の
価
値
観
や
嗜
好
と

こ
れ
ら
の
評
価
基
準
を
す
り
合
わ

せ
て
、
到
達
目
標
を
設
定
し
、

り
合
い
を
持
た
せ
る
設
計
思
想
だ
っ
た
。

　
具
体
的
に
は
、
学
業
成
果
を

墾
　
、
叢

覇

学長濱名篤氏マイレージ受付システム

そ
れ
を
目
安
に
し
て
学
生
生
活
に
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
基
本
ポ
イ
ン
ト
」
と
し
自
動
的
に

加
算
す
る
。
事
前
に
登
録
等
の
手
続
き
を
せ
ず
に
全
学
生
が
こ
の
制

度
に
参
加
で
き
る
点
が
画
期
的
と
い
え
る
。
二
つ
目
と
し
て
、
大
学

が
奨
励
し
て
い
る
活
動
や
資
格
・
認
定
な
ど
の
成
果
を
決
め
ら
れ
た
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方
法
で
自
己
申
告
し
て
も
ら
う
「
付
加
ポ
イ
ン
ト
」
と
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
た
特
典
と
交
換
す
る

こ
と
が
可
能
に
な
る
。

　
特
典
に
は
、
海
外
自
主
研
修
旅
行
、
電
子
辞
書
な
ど
学
習
に
寄
与

す
る
品
物
、
食
事
券
な
ど
キ
ャ
ン
パ
ス
ラ
イ
フ
に
寄
与
す
る
も
の
、

　表KUISキャンパス・マイレージポイントの仕組み

O「基本ポイント」（自動加算）

　科目ごとの5段階評価（O～4ポイント）

　（例）オール5（4ポイント）×160単位（4年間）＝640ポイント

○「付加ポイント」の一例　　（自己申告）

　資格取得・検定合格（5～10ポイント〉

　学内行事ヘルパー（5～25ポイント）

　クラブ活動・全国大会（15～40ポイント）

　学生会役員（10～20ポイント）

　ボランティア参加（1～2ポイント）他

　＊半期上限を50ポイントとする。

　＊半期で70ポイント以上の学生は、100ポイントにジャンプアップする。

　＊基本・付加ポイントにかかわらず500ポイントを超えたら1．5倍、700

　　ポイントを超えたら従来の2倍のポイントが加算される。

　＊申請は毎年7月末と1月に行う。

○特典（春学期と秋学期の学期初めに使用可）の例

各
種
検
定
受
験
料
や
実
費
徴
収
型
の
学
外
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
加
費

の
一
部
補
助
な
ど
が
あ
る
。

　
窓
口
で
あ
る
学
生
セ
ン
タ
ー
に
は
、
現
在
の
ポ
イ
ン
ト
数
の
確
認

や
特
典
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
す
る
引
き
換
え
の
た
め
の
「
マ
イ
レ
ー
ジ

ク
ー
ポ
ン
券
」
の
発
行
が
で
き
る
専
用
端
末
を
設
置
し
て
学
生
の
利

　
　
　
　
　
　
便
性
を
追
求
し
て
い
る
。

海外自主研修旅行　航空券とホテル代

（アメリカ、ベトナム、中国、韓国等）800～1㎝ポイント

学習に寄与する品物

（電子辞書、電子ブックプレーヤー、PDA端末等）700ポイント

キャンパスライフに寄与するもの

（学内合宿参加型参加利用補助、卒業アルバム、各種証明書、駐車料

金、スクールバス定期券、食事券等）2～200ポイント

各種検定受験料（英語検定、簿記検定など）や実費徴収型の学外教育

プログラムの参加費一部補助

10～50ポイント

　
ま
た
、
制
度
の
適
用
を
定
期
的
に
チ
ェ
ッ
ク
す
る

「
レ
フ
リ
ー
・
コ
ミ
ッ
テ
ィ
」
と
い
う
委
員
会
を
教

員
、
事
務
職
員
、
学
生
有
志
に
よ
り
構
成
し
設
置
し

て
い
る
。
制
度
へ
の
新
た
な
要
望
が
出
さ
れ
た
場
合

や
見
直
し
が
必
要
な
場
合
で
も
こ
の
委
員
会
で
そ
の

都
度
協
議
さ
れ
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
に
関
す
る
学
生
の
評
価
と
し
て
は
、
昨

年
度
学
内
で
実
施
さ
れ
た
学
生
生
活
実
態
調
査
の
中

で
、
特
色
の
一
位
に
「
学
習
奨
励
金
制
度
や
キ
ャ
ン

パ
ス
・
マ
イ
レ
ー
ジ
制
度
な
ど
日
頃
の
学
習
や
活
動

を
評
価
す
る
制
度
が
あ
る
」
が
選
ば
れ
た
。
学
生
の

目
線
や
ア
イ
デ
ア
を
取
り
込
む
こ
と
で
作
り
上
げ
た

こ
の
仕
組
み
が
、
こ
れ
か
ら
の
学
生
の
“
自
立
的

な
”
人
間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
こ
と
に
繋
が
れ
ば

と
願
っ
て
止
ま
な
い
。

【
関
西
国
際
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
げ
壱
ミ
華
●
喜
器
。
む
＼
】
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